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（2）

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で

い
い
汗
か
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
目
時
）
3
月
鮪
日
（
日
）
9
時
5
0
分
～

●
場
所
）
総
合
運
動
公
園
内
通
路
●
参

加
資
格
）
町
内
に
在
住
す
る
小
学
一
年

生
以
上
の
人
、
ま
た
は
、
在
勤
・
在
学

す
る
人
●
競
技
種
目
）
　
〔
個
人
の
部
〕

▽
小
学
生
一
・
二
年
組
、
三
・
四
年
組
、

五
・
六
年
組
各
2
鳥
（
男
女
別
）
▽
中

学
生
一
年
組
、
二
・
三
年
組
各
男
子
5

履
女
子
3
鳥
▽
高
校
生
組
男
子
5
展
の

み
▽
0
0
歳
未
満
組
男
子
5
度
▽
幻
践
以

上
男
子
5
度
▽
0
0
歳
末
満
女
子
3
鳥
▽

0
0
歳
以
上
女
子
3
鳥
〔
団
体
の
部
〕
個

人
の
中
か
ら
選
ぶ
▽
小
学
生
と
お
父
さ

ん
▽
小
学
生
と
お
母
さ
ん
▽
夫
婦
、
の

三
組
●
表
彰
）
各
種
目
の
一
位
を
表
彰

し
ま
す
。
ま
た
全
貝
に
記
録
証
と
参
加

賞
を
差
し
上
げ
ま
す
●
申
込
締
切
日
）

3
月
1
7
日
（
土
）
●
参
加
料
）
小
・
中

学
生
1
0
0
円
、
一
般
2
0
0
円
（
障

害
1
日
保
険
料
と
し
て
）
●
申
込
み
・

問
合
せ
先
）
役
場
2
階
遠
賀
町
体
育
協

会
事
務
局
＄
（
2
9
3
）
1
2
3
4

ン
ピ
ュ
ー
ク
・
カ
レ
ッ
ジ
」
は
、
こ
れ

か
ら
の
簡
裁
産
業
を
に
な
う
情
報
処
理

技
能
者
を
養
成
す
る
学
校
で
す
。
今
回

は
、
次
の
よ
う
に
第
3
期
募
集
を
行
い

ます。
●
学
科
・
定
員
・
修
業
年
数
）
看
情
報

ビ
ジ
ネ
ス
科
・
5
0
人
・
2
年
○
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
制
御
科
マ
イ
コ
ン
制
御
コ
ー
ス

鮪
人
・
2
年
獲
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
デ
ザ
イ

ン
コ
ー
ス
・
2
5
人
・
2
年
●
応
蔦
資
格

）
高
等
学
校
卒
業
（
今
年
3
月
卒
業
見

込
み
を
含
む
）
ま
た
は
、
こ
れ
と
同
等

以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

●
選
考
日
）
3
月
Ⅱ
日
（
日
）
　
●
願
書

受
付
）
2
月
1
3
日
～
3
月
3
日
●
出
願

問
合
せ
先
）
面
方
市
経
済
部
商
工
課
内

面
方
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
カ
レ
ッ
ジ
開
設

準
備
室
＄
0
9
4
9
2
（
5
）
2
1
5
5

・
申
込
先
）
（
社
）
中
間
青
年
会
議
所
一
丁

8
0
0
中
間
市
御
錦
町
7
組
舘
0
9
3
（
2

4

6

）

2

3

9

6

県
立
福
岡
高
等
技
術
専

門
校
の
入
校
生
を
募
集

中
で
す
。

●
真
集
訓
練
科
）
空
調
シ
ス
テ
ム
科
、

印
刷
デ
ザ
イ
ン
科
、
電
子
計
算
機
科
、

自
動
車
整
備
科
、
電
気
設
備
科
●
定
員

）
各
科
5
0
人
●
対
象
者
）
高
等
学
校
卒

業
以
上
で
0
0
裁
以
下
の
人
●
訓
練
期
間

Y
 
I
カ
年
（
4
月
か
ら
3
月
）
●
募
集

期
間
）
平
成
2
年
1
月
8
日
～
3
月
柳

田
●
軽
費
）
授
業
料
、
教
材
費
無
料
●

申
込
み
・
問
合
せ
先
）
福
岡
高
等
技
術

専
門
校
8
0
9
2
（
6
8
1
）
0
2
6

1
ま
た
は
、
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定

所
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ど
に
進
学
す
る
た
め
に
資
金
を
必
要
と

す
る
人
●
融
資
額
）
進
学
者
一
人
あ
た

り
恥
万
円
以
内
●
運
済
期
間
）
5
年
以

内
●
利
率
）
年
6
・
2
％
●
保
田
）
㈲
進
学

費
金
融
資
保
証
基
金
ま
た
は
保
護
人
●

返
済
方
法
）
毎
月
元
利
均
等
返
済
（
ボ

ー
ナ
ス
月
増
額
返
済
、
ス
テ
ッ
プ
返
済

も
で
き
ま
す
）
　
●
申
込
を
期
間
）
4
月

0
0
日
ま
で
●
申
込
み
・
問
合
せ
先
）
国

民
金
融
公
庫
八
幡
支
店
舘
0
9
3
（
6

4

1

）

1

1

1

5

「
直
方
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

カ
レ
ッ
ジ
」
は
あ
な
た
を

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
か
え
る
。

今
年
の
4
月
に
開
校
す
る
「
直
方
コ

（
社
）
中
間
青
年
会
議
所

創
立
如
周
年
記
念
事
業

（
J
C
）
ト
ロ
ピ
カ
ル

ス
ク
ー
ル
．
m
ヨ
ロ
ン

●
目
的
地
）
ヨ
ロ
ン
島
●
期
日
）
8
月

1
2
日
～
1
6
日
（
4
泊
5
日
）
●
対
象
者
）

小
学
4
年
生
～
中
学
3
年
生
●
交
通
手

段
）
船
・
特
別
臨
時
列
車
●
募
集
団
員

）
伽
人
●
募
集
期
間
）
3
月
1
日
～
如

日
●
参
加
費
）
5
5
、
0
0
0
円
（
ユ

ニ
ホ
ー
ム
・
帽
子
代
含
む
）
●
申
込
方

法
）
役
場
企
画
課
窓
口
に
置
い
て
あ
り

ま
す
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
申
込
み
寄
付
）

に
記
入
の
う
え
（
社
）
中
間
青
年
会
議
所

宛
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
●
問
合
せ

進
学
資
金
に
困
っ
た
ら

「
国
の
進
学
口
I
ン
」

で
解
決

入
学
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
年
々
増
加

の
一
途
を
た
ど
る
進
学
費
用
は
こ
の
時

期
ご
家
庭
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
国
民
金

融
公
庫
で
は
、
国
の
施
策
の
一
環
と
し

て
進
学
資
金
の
ご
融
資
を
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。

●
融
資
資
格
）
高
校
、
短
大
、
大
学
な

婦
人
の
た
め
の
ワ
ー
プ

ロ
講
習
会
を
受
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

福
岡
県
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
で

は
、
就
業
を
希
望
さ
れ
る
家
庭
の
婦
人

を
対
象
に
次
の
と
お
り
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
人
は
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
科
目
）
ワ
ー
プ
ロ
●
定
員
）
柳
人
達

度
●
期
間
）
4
月
1
7
日
か
ら
5
月
約
日

ま
で
の
頒
日
間
（
毎
週
火
～
金
曜
日
）

●
受
繍
時
間
）
午
前
m
時
か
ら
午
後
4

時
ま
で
の
1
日
5
時
間
●
受
議
料
）
無

料
（
た
だ
し
教
材
費
受
講
者
負
担
）
●

会
場
）
北
九
州
パ
レ
ス
　
（
北
九
州
市
小

倉
北
区
井
堀
5
丁
目
1
～
3
）
●
申
込

み
受
付
日
）
3
月
従
日
・
幻
日
の
2
日

間
午
前
9
時
～
1
2
時
、
午
後
1
時
～
5

時
●
申
込
み
方
法
）
電
話
で
の
申
し
込

み
時
に
面
接
日
を
指
定
し
面
接
後
選
考

●
申
込
み
・
問
合
せ
先
）
婦
人
就
業
援

助
セ
ン
タ
ー
筑
豊
支
所
衝
0
9
4
8

（
2
3
）
4
1
5
6



野焼き週間（2別7日＿3月伯） 
のお知らせ 

毎年この時期には、良質米生座の一連とし 

て病害頭の発生源や野ねずみの巣となってい 

る原野、河川、畦畔などの野焼きを行ないま 

す。野焼きを行なっている場所には危険です 

から近づかないでください。又通路が樽で見 

えない時は、通行にil鷲しましょう。 

第4回　　　一団体開催記念一

遠賀町ウオークラリー大会の
参加者を募集しています。

ウオークラリーとは、与えられた記号を元に

所々にあるポイントで難局奇問をクリアーして

決められた時間（早くても、遅くても良くない）
にゴールして　その時周と難問？の得点で競う
ファミリースポーツです。日頃運動不足のお父

さんやお母さん、おじいちゃん、おばあちゃん．
子ともたちと一掃に害の気浬を感じながら町内
を探検してみませんか？
●日　時　3月18日（日）

○受付9時・－9時30分

○オリエンテーション9時30分・－10時

○スタート10時・〉

●集合地　鳥門小学校グラウンド
●対∴寓　どなたでも参加できます※幼児の参

加には、必ず保護者が引率してくだ
さい。

●ほう賞○参加者全員に参加賞

01－3位まで表彰

●申込方法　3月5日〈月）までに役場社会教育課

または、コミュニティセンターへ

（包話申込みもできます。）
●参加料∴無∴粗
●指∴導○遠賀町体育詣導委員

○遠賀レクの会
●申込先および膳細くこついては

○遠賀町役場社会教育課℡（293）1234

0コミュニティセンター　¢（293）6525

当日は　水筒、雨具、筆記用具をこ用意ください。

入居資格収入基準
（給与所得者の場合）

二、、掌 �1　人 �2　人 

第 �2、424．000 　円以上 �2，896，000 　円以上 
1 種 �3，464，000 　円未満 �3，876，000 　円未満 

：：、、苧 �3　人 �4　人 

築 �3，360，000 　円以上 �3，n2，000 　円以上 
1 種 �4，288，000 　円未満 �4，700，000 　円未満 

（3）人のうご享（1月の住躍本台帳から）人口17，117人（＋5）男8用9人（－4）女8・998人（＋9）せ語数4・971戸（＋6）

戦
傷
病
害
乗
車
券
引
換

証
の
交
付
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

●
受
付
期
間
）
2
月
6
日
～
●
受
付
場

所
）
役
場
福
祉
係
窓
口
●
申
請
方
法
）

窓
口
に
用
意
し
て
い
ま
す
交
付
請
求
書

に
必
要
事
項
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
（
印
か
ん
持
参
）
●
注
意
事
項
）

①
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
後

乗
車
券
引
換
証
の
請
求
ま
で
の
間
に
次

の
事
項
が
生
じ
た
人
は
、
手
帳
と
変
更

届
に
次
の
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
▽
氏
名
を
変
更
し
た
場
合
…

声
績
抄
本
▽
住
所
を
変
更
し
た
場
合
…

住
民
票
▽
恩
給
の
新
裁
定
を
受
け
た
場

合
…
恩
給
証
書
ま
た
は
保
管
証
の
写
し

▽
身
体
障
害
者
事
態
を
新
た
に
受
け
た

人
…
手
帳
の
写
し

⑧
症
状
の
程
度
が
第
3
項
症
と
第
4
項

症
に
該
当
す
る
人
は
、
引
換
証
の
申
6

シ
ー
ト
か
乙
1
2
シ
ー
ト
の
い
ず
れ
か
を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先
）
役
場
福
祉
課
福
祉
係

＄

（

2

9

3

）

1

2

3

4

遠
賀
町
婦
人
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
の
お
知
ら
せ

殉
職
船
員
遺
児
へ
の

援
護
金
制
度

㈱
日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会
で
は
殉
職

船
員
の
遺
児
を
対
象
に
援
護
金
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

●
申
請
資
格
）
殉
職
船
員
の
遺
児
で
高

等
学
校
を
通
常
の
期
間
で
卒
業
す
る
ま

で
の
人
で
、
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
と

認
め
ら
れ
る
こ
と
●
緩
龍
会
の
支
給
期

間
）
出
生
か
ら
高
等
学
校
を
通
常
の
期

間
に
よ
り
卒
業
す
る
ま
で
の
聞
●
支
給

額
）
月
額
6
千
円
（
1
人
あ
た
り
）
ま

た
小
学
校
入
学
時
に
3
万
円
、
中
学
・
高

等
学
校
入
学
時
に
1
万
円
を
贈
呈
●
申

請
・
問
合
せ
先
）
㈱
日
本
殉
職
船
員
顕

彰
会
（
東
京
都
千
代
田
区
麹
町
4
～
5

海
事
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
内
）
8
0
3
（
2

3

4

）

0

6

6

2

●
と
き
）
3
月
Ⅱ
日
（
日
）
●
と
こ
ろ

）
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
●
チ
ー
ム
編

成
）
4
人
●
申
込
先
）
コ
ミ
ユ
ニ
プ
ィ

ー
セ
ン
タ
ー
舘
（
2
9
3
）
6
5
2
5

国
体
記
念
絵
ハ
ガ
キ
「
お
ん
が
」

第
2
集
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
第
鯨
回
国
民
体
育
大
会
の

漕
艇
場
と
し
て
遠
賀
川
畔
が
指
定
さ
れ

た
こ
と
を
記
念
し
て
版
画
家
片
山
正
信

氏
の
も
と
ハ
ガ
羊
を
発
行
し
ま
し
た
。

お
問
い
合
せ
は
（
代
表
）
今
橋
書
店
ま
で

入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

第
二
種
町
営
住
宅
（
新
築
）

新
築
中
の
町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募

集
中
で
す
。
入
居
は
4
月
初
旬
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
募
集
要
項

●
揚
　
所
　
　
　
遠
賀
町
大
字
広
渡
字
道
営

●
募
集
声
致
　
　
第
1
種
（
3
K
）
6
声

（
声
数
分
の
駐
車
場
を
完
備
）

●
家
　
賃
　
　
　
月
額
2
万
9
、
5
0
0
円

●
共
益
費
　
　
月
額
4
、
0
0
0
円
湿
度

●
敷
　
金
　
　
　
　
　
8
万
8
、
5
0
0
円

（
家
賃
の
3
カ
月
分
）

●
入
居
資
格

・
町
内
に
住
所
ま
た
は
訪
露
場
所
を
有
す

る
人
・
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
人
・
収
入
が

別
表
の
示
す
基
準
以
内
の
人

●
申
込
期
間
　
2
月
鳩
目
（
木
）

～
3
月
9
日
（
金
）

●
申
込
方
法
　
役
鐙
総
務
課
窓
口
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
所
定
の
申
し
込
み
用
紙
に
記

入
の
上
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
せ
指
　
遠
賀
町
役
場
総
務
課

管
財
係
＄
（
2
9
3
）
1
2
3
4



●　　　●　●　●　●

内　持場時期妊
参

容　　晶所同　日

‾　　　●

乳

●

料

金

献血で厄も体も
リ7レリンュ．〈／
みなさんのこ協力により献血

された血液は、手術の輸血に使

われるなど、病気で困っている

人達のために役立っています。

また、献血された血液の検査

結果をお知らせすることにより

自分の健康管理にも役立てろこ

とができるのです。

今回も下記のとおり献血を行

ないますので、心身のリフレッ

シュのためにも、ぜひご協力く

ださい。

●目　時

3月20日（火）

10時－16時

●場　所　役場玄関前
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保
健
衛
生
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

℡
　
（
2
9
3
）
1
2
3
4
　
内
線
2
5
3

3
月
5
日
（
月
）

1
3
時
5
0
分
～
帖
時
5
0
分

役
場
保
健
室

母
子
手
帳
受
領
の
人
は
、

印
鑑
産
前
産
後
の
過
ご
し
方
、

妊
婦
体
操
の
で
き
ろ
服
装

で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

無
料
児
　
相
　
談

▼
生
後
1
カ
月
～
1
2
カ
月
児
対
象
▲

●
期
　
日
　
3
月
1
3
日
（
火
）

●
時
　
間
　
9
時
5
0
分
～
1
0
時
5
0
分

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館

●
持
参
品
　
母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
内
　
容
　
体
重
・
身
長
測
定
、
灘
乳

食
な
ど
指
導

●
料
　
金
　
無
料

場
と
子
の

む
し
増
予
防
の
つ
と
い

▼
生
後
3
カ
月
～
6
カ
月
児
対
象
▲

●
期
　
日
　
3
月
6
日
（
火
）

●
時
　
間
　
9
時
5
0
分
～
1
0
時
0
0
分

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館

●
持
参
晶
　
母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
内
　
容
　
体
重
・
身
長
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導
、
小
児
ガ
ン

検
査
セ
ッ
ト
配
付

●
期
　
日
　
3
月
8
日
（
木
）

●
時
　
間
　
1
3
時
5
0
分
～
1
5
時
0
0
分

●
場
　
所
　
遠
賀
保
健
所
（
水
巻
町
吉

田
）
衝
2
0
1
－
4
1
6

●
内
　
容
・
む
し
歯
の
話

・
正
し
い
歯
の
麿
を
方

・
相
談
コ
ー
ナ
ー
　
な
ど

●
主
　
催
　
遠
賀
歯
科
医
師
会

遠
賀
保
健
所

無
料

い
ま
、
硬
い
も
の
を
噛
め
な
い
子
供
が
一
二

％
、
よ
く
噌
ま
ず
に
丸
の
み
し
て
し
ま
う
子
供

が
一
四
％
も
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

確
か
に
最
近
は
、
タ
ク
ア
ン
、
サ
キ
イ
カ
、

生
の
ニ
ン
ジ
ン
・
セ
ロ
リ
な
ど
の
歯
ご
た
え
の

あ
る
硬
い
食
物
を
と
ら
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。

歯
の
寿
命
を
延
ば
す

子
供
の
こ
ろ
に
軟
ら
か
い
も
の
ぽ
か
り
食
べ

て
い
る
と
顎
の
骨
の
発
達
が
悪
く
、
歯
並
び
が

乱
れ
て
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
歯
の
清
掃
が
う

た
日
本
人
で
す
が
、
歯
の
寿
命
の
ほ
う
は
残
念

な
が
ら
ほ
と
ん
ど
延
び
て
い
ま
せ
ん
。
自
分
の

歯
で
食
事
を
し
た
ほ
う
が
何
で
も
お
い
し
く
食

べ
ら
れ
、
老
後
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に

も
役
立
つ
で
し
ょ
う
。

虫
歯
で
ボ
ス
の
座
を
失
っ
た
猿

動
物
で
は
歯
が
丈
夫
か
ど
う
か
が
直
接
、
生

存
競
争
に
影
響
し
ま
す
。
あ
る
猿
の
グ
ル
ー
プ

で
、
ボ
ス
猿
が
犬
歯
に
虫
歯
を
つ
く
っ
て
し
ま

い
、
も
の
が
よ
く
噛
め
な
く
な
っ
た
ら
、
途
端

に
ボ
ス
の
座
を
追
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
猿
に
歯
の
治
療
を
し
て
ま
た
噛

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
再
び

ボ
ス
の
座
に
返
り
咲
い
た
と
い
う
面
白
い
話
が

歯
の
清
掃
に
も
役
立
つ

ま
く
い
か
な
く
な
り
、

歯
周
炎
が
増
え
て
い

る
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
歯
周
炎

の
症
状
の
一
つ
に
歯

そ
う
の
う
ら
ら

硬
い
食
物
は
、
頴

を
発
達
さ
せ
る
だ
け

で
な
く
、
歯
の
清
掃

に
も
役
立
ち
ま
す
。

学
校
給
食
で
も
、

槽
膿
漏
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
歯
と
歯
茎
の

間
に
ポ
ケ
ッ
ト
状
の
奈
が
で
き
、
そ
こ
に
膿
が

た
ま
る
も
の
で
す
。

歯
の
病
気
と
い
え
ば
、
も
う
一
つ
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
も
の
に
虫
歯
が
あ
り
ま
す
。
い
ま
で

も
子
供
の
九
割
以
上
に
み
ら
れ
る
虫
歯
で
す
が

最
近
で
は
や
や
減
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
逆
に
歯

周
炎
が
増
え
つ
つ
あ
り
、
そ
の
う
え
若
年
化
の

傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
申
年
以
降
の

歯
の
脱
落
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
歯
は
、
五
十
歳
で
五
本
、
六

十
歳
で
十
二
本
、
七
十
歳
で
二
十
本
も
抜
け
落

ち
ま
す
。
い
ま
や
平
均
寿
命
が
世
界
一
に
な
っ

週
に
一
回
か
ら
二
回
硬
い
食
物
を
た
し
て
、
子

供
に
カ
ミ
カ
ミ
運
動
を
さ
せ
て
い
ろ
と
こ
ろ
も

現
れ
て
き
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
方
も
子
供
が
好
き
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
ハ
ン
バ
ー
グ
や
オ
ム
レ
ッ
な
ど
軟
ら
か
い

も
の
ば
か
り
を
食
べ
さ
せ
な
い
で
、
タ
グ
ア
ン

や
サ
キ
イ
カ
、
生
の
野
菜
と
い
っ
た
歯
を
丈
夫

に
す
る
食
品
に
、
も
っ
と
目
を
向
け
て
ほ
し
い


